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研究分野：有限群論 
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１．研究計画の概要 
本研究の目的は部分群複体 Δ そのものの位
相的性質の解明、及び Δ から定義される加
群や幾何構造の解明である。さらに部分群複
体を用いて群構造を明らかにすることであ
る。 
 
(1) Δに付随するいわゆるレフシェッツ加

群 L(Δ)の構造を明らかにする。特にその直
既約因子に関する頂点の特徴付けを行う。 
(2) Δに付随一般バーンサイド環を考察し

Δ の環論的また表現論的な反映を見出す。 
(3) ある種の p-部分群複体を用いて記述

される表現論の予想の解決に努める。 
(4) Quillen 複 体 あ る い は  centric 

p-radical 複体 CR のホモトピー型を計算
する。また CR と互いにホモトピー同値であ
るような複体を Quillen 複体の内部から見
付け出す。 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) non-centric p-radical 部分群の中で

最大位数のものを V とすると V は L(Δ)の
直既約因子に関する頂点の重要な候補とな
る。さらに V が頂点として実現されること
は V のワイル群 W に対する Brown 複体 
Δ(W) から定義されるレフシェッツ加群の
構造に帰着される。 しかし L(Δ(W)) を見て
いるだけでは情報が非常に少ないため Δ(W) 
と同じホモトピー型を持つ様々な部分群複
体を見出した。 
(2) 一般バーンサイド環 Ω(G,Δ)を実現

させる部分群族 Δ としてある条件を満足す
る p-radical 部分群の正規化群 N から構

成されるものを考察した。群に付随する幾何
や表現論における p-radical 部分群の重要
性は既知の通りである。このとき Ω(G,Δ)
の積構造を決定する “mark 準同型”が Δ
の共役類 C からなる順序集合の結合行列と
して記述されることを証明した。これにより 
Ω(G,Δ) の環構造が明確に捕らえられる。
実際に Ω(G,Δ) は C のメビウス環と同型に
なる。 
(3) 一般バーンサイド環 Ω(G,Δ)を実現

させる部分群族 Δ の具体例の一つとして
自己正規化部分群がある。そのような Δ に
対して幾何的ないくつかの自然な条件を仮
定すると Ω(G,Δ) の単位元が Δ に関す
るレフシェッツ不変量として実現されるこ
とを証明した。このように一般バーンサイド
環と部分群複体の理論が密接に関係してい
る事を明らかにした。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
理由：部分群複体そのものも位相的性質の研
究は遅れをとっているが、その代わりに一般
バーンサイド環を介した複体の研究が当初
の計画より進展している。レフシェッツ加群
の考察も僅かながら前進している。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 現在進展を見せている一般バーンサ

イド環 Ω(G,Δ)の研究に力点を置く。特に部
分群複体 Δ のホモトピー不変量を代数的対
象である Ω(G,Δ)の中から見出す。それを用
いて Δ の位相的・代数的特徴付けを行う。 
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(2) モジュラー表現論の専門家の助言を
受けながら L(Δ)の構造、特に V が頂点をし
て実現されるための必要十分条件を明らか
にし、V の特徴付けを完成させる。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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